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福岡よか未来プロジェクト
令和5年度採択
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本プロジェクトでは、市民の学習と研究の場を作り、地域における知的
生産機会を充実させることをビジョンとして持っている。今回のプロ
ジェクトでは、市民研究の交流の場を充実させることで、更なる市民の
交流と多様な知的生産を目指す。

昨年度は太宰府および福岡県の象徴である梅をテーマにしたプロジェク
トを行った。今年度はそれに加えてシチズンサイエンスをテーマにした
取り組みも行われる。

福岡市、太宰府市に拠点を構える大学や企業の交流に加えて、県外から
も同様の取り組みに励むプレイヤーを組み入れて更なる活性化も図る。
本プロジェクトを進めることで、市民の好奇心の涵養によるウェルビー
イング向上のみならず、経済・文化・教育など様々な課題解決にも繋げ
ていきたい。

まちなかラボ＆ライブラリー事業とは
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太宰府シャルソン。
「太宰府を学びの
ある街にするには」
というテーマで実施。

太宰府市長も
駆けつけて
くださいました。

太宰府市内の多くの
お店との協働で
新たな社会関係も
生まれています。
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市民への公開講座。

地域について共に探究をする
学びの場の構築。
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日本社会学会での発表の場を活用して、これまでのまちなかラボ＆ライブラリー活動
を含む市民協働での知的生産が生むネットワークについて可視化したものを発表。
活動そのものやその意義について評価を頂けた。
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市民協働での知的生産活動の在り方を検討する研究会を、大学教員以外の方々と共に
実施（シチズンサイエンティスト、大学院生など）できた。
これまでのまちなかラボ＆ライブラリー活動において特に社会関係の構築への意義は
深いという意見が出る中、今後の方向性（資金獲得や社会資源創出など）についても
方針の整理ができた。


